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教員཈成՟程の音楽関࿊科໪における携帯端末活用の可能੓
―学生への意ࣟ調査アンケートを΀まえて―

丹 羽 ひ と み    長 谷 川 ཨ ँ    野 尻 ຓ ҧ 子    宮 内 ੘ Յ
大 谷 ਜ਼ 和    土 居 知 子

(発達教育学部教育学科 )

ۛ年、小学校教員཈成՟程のद業において、学生のद業内でのスマートフォンの使用にݨஸなร化が見ら
れることにـͰいた。द業内で੷ۅ的に活用するςールとしての多様੓にৰ発されたことを端ॻとして、
۫ର的な携帯端末の使用方法について学生へのアンケート調査を行い、その考察からࠕ後のद業における
活用方法の可能੓について言及した。学生の普ஊの使用方法については利ส੓や有用੓を೟めるが、そこ
には学生自ਐのࢡ੐として、使用に対するकର੓が不可ܿであり、携帯端末を用いるタイϝンήが॑要と
なる場合も見णけられた。ࠕ後の活用方法について఑Ҍしつつも、Ӏき続きݗ౾が必要な՟ୌとなった。

Ϋーϭーχʁ音楽科教育，携帯端末， ICT 活用， ICT 教育，音楽科द業

঄文
2020 年に 10 年ぶりに文部科学省による「学

習指導要領」の見௜しがなされ、学校教育の現
場における ICT 活用を΀まえた活ಊのै実が
明記された。日本の教育機関の ICT 活用は世界
に大きな後れをखっており、コロナ感ઝ঳֨大
の影響で全国の教育機関では大きなࠠཛྷが見ら
れ、ਦらずも多方໚において֪ࠫが࿒ఆする事
態となった。

2020 年度に行われた学習指導要領の大෱な
改ఙでは、「新しい࣎େを生きる子ڛたͬに必要
なࢀつの஬」が示された。ࢀつの஬とは、「知ࣟ
および技能」「思考力・൓断力・表現力」「学び
に޴かう力、人間੓」のことであり、それらを
育΋ために、कର的・対話的で਄い学び、つま
りアクτΡブラーωンήが॑ࢻされている。ま
た、਄い学びに必要な要ોとして、１）ް率的
に学習できるڧ؂の੖ඍ、２）生ైの習ज़度に
合わせた学習方法、３）これらを活用したद業
を行う教ࢥの人ࡒ育成がڏげられている 1。

これに先立ͬ、2016 年に総務省は「情報通信
白書」2で、前述の਄い学びに必要な要ો一つひ

とつを実現するためには ICT の活用が必ਤで
ある、と述΄ている。そこでは、ᶅ,&7 のڧ؂
੖ඍ（PC/タブレット端末、ໃત LAN など）、
ᶆデジタル教ࡒの活用、ᶇΨンラインद業の導
೘のࢀつをἩえることで、ICT 教育が実現可能
とされている。現状の導೘率を見てみると、
ᶅ,&7 ੖ඍに関して、学校における教育用ڧ؂
コンピュータ１ୈ当たりのࣉ童・生ైの数は、
令和２年度の平ۋ஍として 4.9 人であった数஍
が、令和３年度には 1.4 人とҡ例のスピーχで
善ॴされた。ᶆデジタル教ࡒの活用に関しては、
਒Ξでいるように見えるが、指導者用デジタル
教ࡒの੖ඍ率は、令和２年度 56.7％であり、令
和３年度 67.3％と؉やかである。それに対し、
学習者用デジタル教科書੖ඍ率は、令和２年度
に 7.9％であったものが、令和３年度には 6.3%
と減じる結果となっている。ᶇΨンラインद業
の導೘については、第１回調査（2020 年̓月実
と第２回調査（2020（ࢬ 年 12 月実ࢬ）の内ֵ
ැ調査結果 3を֕؏すると、小学校から大学（大
学Ӆ）まで、一様に第１回より第２回の調査に
おいて数஍がఁ下しているܑ޴にある。コロナ
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禍により、Ψンラインद業をٺଐに導೘しなけ
れͻならなくなり、その方法やΨンラインによ
る指導法、利用法等を֮立しないまま導೘した
結果、対໚のようなް果がಚられず、利用する
童・生ైଈから不ຮの声が上がった。一୶はࣉ
Ψンラインद業へଫを切ったが、࣏の学غには
෋をしながら対໚द業へ໯した学校が多かっ޽
たことが数஍のఁ下した原Ҿであると言えよう。
このように、教育の現場において学習ް果が

ಚられるよう考え導೘されたものであっても、
ॉ分にそのް果をݗ౾した上で導೘していくこ
とが最も大切であり、「導೘すること」が໪的化
してはならないことが良く分かる。
そこで筆者らは、গ来教育者を໪指している

教育学科やࣉ童学科の学生が、大学のद業にお
ける携帯端末の使用方法や、その利ส੓などに
ついてどのような考えを持っているかという఼
に஥໪し、アンケート調査を行うことで、ը々
との感ְのᴧᴬを明֮にしたいと考えた。

̏ɿڂݜ͹໪దͳ઎ڂݜߨ
̏ɿ̏ɿڂݜ͹໪ద
この２，３年間における学生のद業態度とし

てݨஸに見られるร化の一つに、द業中にスマ
ートフォンをಌ々とৰる学生の増Յがある。ಝ
にήループϭーク࣎や、द業内での自क࿇習࣎
に見られる。使用を஭意しようとして学生の様
子を見ると、その大多数はさぼっているのでは
なく、スマートフォンを活用してद業にྡΞで
いるというのが実状であった。
ひとੴ前には、द業内でスマートフォン等の

携帯端末をৰっていた場合、「द業にॄ中してい
ない、さぼっている」と൓断されていた。指導
者ଈも当然、電ݱを切ってद業にྡ΋ように஭
意ً׫した。しかし、もはや学生にとって、携
帯端末を利用してद業にྡ΋のは前఑事ߴであ
り、੷ۅ的にद業に活用する࣎େになりつつあ
ると௩感した 4。
そもそも、携帯端末というのは、一般的に考

えて、どのようなスタンスのものであΘうか。
KushlevˏLeitao（2020）は、スマートフォン

が幸福に༫える影響について、「（１）ଠの活ಊ

に஖き׷わること（஖׷Հઈ）、（２）ಋ࣎にً
こる活ಊにױমすること（ױমՀઈ）、（３）ଠ
の方法では利用できない情報や活ಊへのアクι
スを఑ڛすること（ึ׮Հઈ）」（Kushlev ଠ
2020，p.２）のࢀつの؏఼から述΄ている。
「஖׷Հઈ」（以下「஖׷」）はਯເや人付き

合いのような幸福に必ਤの活ಊが、スマートフ
ォンの使用にखって଺わられてしまうこと、「ױ
মՀઈ」（以下「ױম」）はৱ事等の活ಊの間に
スマートフォンをಋ࣎に使用し、その活ಊを૏
֒してしまうこととされ、ർֳ的マイナスイϟ
ージの例がڏげられている。「ึ׮Հઈ」（以下
まࠕ、は携帯電話でಕॳを調΄るなど（「׮ึ」
でアナロήで行っていた活ಊがスマートフォン
でึ׮されることが例にڏげられており、不ଏ
部分をึうという意ັで、プラスのଌえ方をさ
れている。
結果として、「スマートフォンはいつ、どのよ

うに使用するかによって、幸福感を高めたり֒
したりする可能੓がある」（Kushlev ଠ 2020，
p.̖）ことが示されているが 5、द業での使用を
考えた場合、「஖׷」「ױম」「ึ׮」としての使
用は、本来ある΄き習ज़をଇ਒しているのであ
Θうか。それとも૏֒しているのであΘうか。
このような໲いのもと、学生たͬが携帯端末

をどのように利用しているのか、その実態を調
査し、ࠕ後大学のद業でどのように活用してい
く΄きか考えていくことを本論の໪的とする。
なお、本ߚでは学生がद業で使用している機

器であるスマートフォン、タブレット、όート
Ϗλコンなど、持ͬ歩き、つまり携帯できる機
器のことを「携帯端末」と定ٝする。

̏ɿ̐ɿگү෾໼Ͷ͕͜Ζܠଵ୼຦ͶؖΚΖ઎
ڂݜߨ
学習指導要領の改ఙに伴って ICT の導೘が

ଐに਒Ξでいる教育現場であるが、江藤ٺ
（2021）は༰கԄ、保育Ԅから教員཈成大学ま
で、෱߁く活用できるਦܙ楽ොを用いたアプリ
の開発を਒めており、橋爪ら（2018）は小学校
における和声学習の一؂として、タブレットを
用いた実ભ研究を行っている。またコロナ禍に
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よって ICT の必要੓はますますڥͻれるよう
になり、小学校でも一人１ୈのタブレットഓා
が਒Ξでいる。タブレットなどの情報通信機器
を用いたद業方法のݗ౾は、ࠕ後ますます਒Ξ
でいくものと思われる。
とこΘで、ICT を活用したद業というものは

教員ଈからの指示、఑Ҍで਒められていくこと
がほとΞどであΘう。教員がඵくद業ߑ想にԌ
ってよりよい情報機器の選୔、アプリの開発等
が求められていくのであり、それは必然的なこ
とに思われる。一方で、大学では学生がकର的
にスマートフォンなどの機器をް率॑ࢻのため
に、あるいはより学びを਄めるために޾みに使
いこなしている場໚が見णけられる。永野ら
（2021）は、学生がϏλコンやスマートフォン
をどのような場໚で使っているのか、2018 年度
のアンケート調査を΀まえて分ੵ、考察してい
る。レϛートの作成や発表書ྪの作成などは
Word や Excel などのλフトを用いることが多
いからか、ѻౙ的にϏλコンを使うׄ合が高い
のだが、द業のण࣎ߪに関しては、2018 年度の
調査でもスマートフォンを活用しているׄ合が
少なくなかった。൚書、あるいはϟϠをखるघ
ஊとして、Ϗλコンだけでなくスマートフォン
を活用している学生もおり、൚書のࡳ影は 1 年
生から 4 年生まで、どの学年でも༁ 8 ׄの学生
が行っていることが明らかとなっている。また
ಊժを見る場合、１，2ٝߪ 年生ではスマート
フォンを、３，４年生ではϏλコンを使うׄ合
の方が大きいというັڷ਄い結果も出ている。
これは、永野らによれͻ「ٝߪの内༲などによ
ってどͬらでणߪするかがรわるのではないか」
（永野ほか 2021，p.90）と考察されていたが、
年େの違いも関ܐしていると考えることもでき
るだΘう。Ձ事もスマートフォンでできる࣎େ
になってきており、それらを活用できる世େに
অ々にҢ行しているとも考えられるのだ。
όートをखるࡏにタブレットを用いる学生も

増えてきている。これはタブレットで用いるこ
とができるϘンシルの導೘が大きく、アナロή
のόートのような使いঋघを実現できる。൚書
のࡳ影においては、ۛ年はΩϟラやスΫϡナで

影したघ書きの文章をմੵし、電子デジタルࡳ
化して保ଚすることができる OCR（Optical 
Character Recognition）という機能もଚ在して
おり、より୻࣎間でデータ೘力を行えるように
なっている。
そもそも、10 େのऑ者にとってはϏλコンよ

りもタブレットやスマートフォンの方が生活に
ਐۛであることは想଀しやすいだΘう。堀田
（2021）は自ਐがۊ務している高等学校におい
て、３年間にわたって学生の情報機器の利用実
態を調査している。ここでは BYOD（Bring Your 
Own Device）という、学生が個人の情報端末を
持ͬࠒΞでद業をणけるという方法を導೘して
いるのだが、ほとΞどの生ైはスマートフォン
を BYOD の機器としているという。ಊժࢻ௎の
՟ୌやレϛート作成のࡏには、ժ໚が小さくや
りͰらいという声も出ているというが、それだ
け現在の高校生にとってはスマートフォンが一
൬ਐۛな情報通信機器であるというৄ明であΘ
う。堀田は「ࠕ後もスマートフォンをはじめ様々
な情報機器を、コϝュωケーションςールでの
利用よりも、ଠのあらΑる場໚で利用していく
ླྀれは਒΋」と述΄ており、「情報へのアクιス、
活用レϗルには個人ࠫが߁がっている」（堀田
2021，p.116）とも指ఢしている。どのような情
報機器を所有しているかによってもその活用方
法の程度がҡなってくることは明らかであり、
؅գできない॑要な໲ୌである。
教育業界でも年々ް率化が਒Ξでおり、घ書

きでのद業のणߪはもはや不要にも思われるが、
高橋（2016）はॄ中力と記Գ力の໚で、情報通
信機器（スマートフォンとタブレット）とアナ
ロή（घ書き）ではद業内༲のཀྵմ度にどの程
度ࠫが出るのかを調査している。ॊ来のघ書き
όートのみでणߪしていた学生は、全ରの４％
にຮたず、96%以上の学生がՁらかのܙで情報
通信機器を使用しているとのことであったが、
「҈ҝなスマートフォンの利用は学習内༲のཀྵ
մを๨げるڬれが示ࠨされる」とともに、「スマ
ートフォンのࣺਇࡳ影機能を利用することで筆
記࣎間は୻क़できる」が、「घ書きはおこなわず
スマートフォンのみを使用する学生たͬにはࣺ
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ਇࡳ影自ରが໪的となってしまったݔ೨が࢔り、
घ書きόートのみを使用する学生の方が学習内
༲のཀྵմがଇ਒されたと考えられる」と述΄て
いる（高橋 2016，p.215）。情報通信機器はそれ
ぞれに長所、୻所があり、す΄てにおいてघ書
きのόートを上回るわけではないと高橋は述΄
ており、学習のް率化だけでなく、習ज़度に໪
を޴けることが॑要との見մを示している。
द業における ICT の活用は様々に਒Ξでお

り、年ྺによっても活用する携帯端末のझྪや
その使い方は様々なようである。どの校झであ
れ、教員が৙に最新のಊ޴に໪を޴けてद業方
法をߑ஛していくことが॑要であり、その一つ
として、学生の携帯端末の活用方法に໪を޴け
ることは、現状を೼Ѵする上で必要なことであ
ると言える。

̐ɿदۂͶ͕͜Ζܠଵ୼຦͹͞ΗΉͲ͹࢘用ྭ
本学における教員཈成՟程の音楽関࿊科໪

は、「ピアό・ϗーシック A」（以下「ϗーシッ
ク A」）「ピアό・ϗーシック B」（以下「ϗーシ
ック B」）「音楽科教育内༲論」（以下「内༲論」）
「音楽科教育方法論」（以下「方法論」）の４科
໪である。第３章からはϗーシック B と方法論
のणߪ生によるアンケート結果をخに考察を行
っていくが、ここでは、この４科໪のद業にお
いてどのように携帯端末機器を活用しているの
か、まずはը々द業担当者から見た۫ର例を示
し、ϟリット・デϟリットを考えていく。

̐ɿ̏ɿϒΠόʀϗʖερέͳԽֺՌگү಼༲
࿨Ͷͯ͏ͱ
１年࣏に開ߪされるϗーシック̘・̙は、２

年࣏に開ߪされる内༲論や方法論をणߪする前
ஊ֌としてのଈ໚を持つ。ピアόの経ݩが少な
い学生を対েとし、教員や保育者としてਐにつ
ける΄きピアόのેخ的技能をरಚすることを
໪的としており、個人レッスンを中心とした実
技科໪である。内༲論は２年࣏前غ、方法論は
２年࣏後غに開ߪされ、いずれも小学校教員と
してਐにつける΄き音楽の知ࣟ・技能をरಚす
ることを໪的としている。内༲論は、実技科໪

とٝߪ科໪でߑ成されており、方法論は、ήル
ープϭークを含΋ٝߪ科໪である。
まず、ٝߪ科໪である内༲論と方法論では、

൚書を携帯端末でࡳ影する、教࣪後方のੰから
൚書をࡳ影してघ元で֨大する、という使い方
が見られた。൚書をࡳ影するという行ಊは、こ
の２科໪にݸらず様々なٝߪでも行われている
ことではあるが、例えͻޔતො上の音ෘなど、
音楽科ಝ有の内༲を書きࣺすことに࣎間を要す
る場合もあるため、࣎間の୻क़になり、話を௎
くことにॄ中できるϟリットがある。反対に、
影をすることでいつでも見ศすことができるࡳ
という҈心感から、内༲をְえられないデϟリ
ットもある。
に、実技科໪であるϗーシック̘・̙及び࣏

内༲論では、՟ୌ曲の楽ොを携帯端末でࡳ影し、
。ഖରの楽ොのେわりとする使い方が見られたࢶ
子ରの楽ොにർ΄、持ͬ歩きがしやすいϟリ࡯
ットはあるが、スマートフォンはժ໚が小さい
ため、楽ො全ରが೼Ѵしにくいデϟリットがあ
った。ಊժࡩݗサイトで՟ୌ曲のಊժを୵し、
そのԍ૙ಊժをࢂ考にして࿇習にखりૌ΋とい
う方法も見られた。また、担当教員やピアόの
ಚ意な༓人にஆき方が分からない՗所のԍ૙を
བみ、࿧音や࿧ժをして、そのԍ૙をࢂ考にし
ながら࿇習にखりૌ΋学生もいた。分からない
՗所があると࿇習で行き٩まることもあるが、
いつでもघ本となるԍ૙を֮೟できることは、
࿇習の大きなঁけとなる。しかし、音だけを௎
いてໝแすることや、࿧ժの指のಊきを見てਇ
をすることだけにॄ中してしまい、楽ොをಣࣇ
みखるಣො力がਐにつきにくいというݧث੓も
はらΞでいる。
内༲論のஆき歌い実技では、ピアόの伶൭上

で和音をஆいているघのܙをࡳ影し、そのժ଀
やಊժを見てघのܙや指のಊきを֮೟しながら、
࿇習をするという使用方法が見られた。ࡳ影し
たものを見௜しながら࿇習することで、ְࢻか
らܙとしてཀྵմができるというϟリットがある。
だが、घのܙや指のಊきのਇࣇをすることに終
始してしまい、一音一音を響きとして೟ࣟせず
とも「ஆけた」とְࡪしてしまう可能੓がある。
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その結果、和音の響きを௎いていないため、和
音が఺回すると分からなくなる、ߑ成音とҡな
る不協和音をஆいてしまってもـͰかない、と
いうデϟリットが見られた。
また、ϟトロόームアプリを使用してのτン

ϛの֮೟や、伶൭楽器アプリの使用なども見ら
れた。伶൭楽器アプリは、実ࡏに音を໒らして
使用することができ、持ͬӣびもできるため、
ピアόがない場所や伳間࣎間でも使用できると
いうϟリットはあった。だが、スマートフォン
での使用であったためժ໚が小さく、ժ໚と指
の接ৰが思うようにいかず和音のߑ成音がಋ࣎
に໒らないこともあり、実ࡏの伶൭楽器とは違
い、࿇習をするというよりは音の֮೟のみにと
どまっていた。
以上のことから、学生たͬはद業をスムーθ

にणߪできるように、ਐۛにある携帯端末機器
を自分たͬなりに考えながら活用することで、
कର的にद業にࢂՅし、自क学習につなげてい
るというࢡ੐が多く見られた。
に、方法論で見られた学生の携帯端末の使࣏

用法について、2020，2021 年の՟ୌのखりૌみ
方のร化に஭໪し、৆しく見ていきたい。

̐ɿ̐ɿԽֺՌگү๏๑࿨Ͷͯ͏ͱ
方法論は発達教育学部教育学科教育学઒ߊ

（A/必र）、及び音楽教育学઒ࣉ・ߊ童学科・そ
のଠ学科（B/選୔）の学生がणߪする。方法論
の՟ୌखりૌみに対する携帯端末の利用ܙ態は、
2020 年と 2021 年をർֳするとಋじ՟ୌである
にも߈らず、఑出方法及び使用した՟ୌ作成技
法に大きなร化があった（2022 年に関してはາ
実ࢬであるので上記２年をർֳ分ੵした）。
՟ୌは「歌をイϟージイラストにしよう・歌

詞を書こう」である。対ে՟ୌ曲として、小学
校歌唱ڠ通教ࡒの中からʮおぼΘ月໹ʯ、ʮわれ
はքの子ʯ、ʮもみじʯ、ʮ౛景色ʯを、中学校歌
唱ڠ通教ࡒの中からʮ੼とΞぼʯを指定した。
選定خ६は、ᶅ小中学校歌唱ڠ通教ࡒであり「日
本の歌 100 選」 6 にも選ͻれている、ᶆखりૌ
みが歌唱技術の޴上にܪがる、ᶇ日本のل࢝を
感じさせる内༲でありイϟージを๴らませるこ

とができる、というཀྵ༟からである。作成のた
めのժࡒや技法は学生の自༟とした。内༲をਜ਼
しく೼Ѵするためにも、࣊׿Հ名ިじり文で歌
詞をイラストにՅえる՟ୌとした。Ψンライン、
対໚どͬらの఑出も可とした。

2020 年、方法論のणߪ者の内、A で 94 名中
34 名、B では̖名中̎名、ܯ 102 名中 34 名
（ 33.3％）の学生がΨンライン఑出をした。
2021 年は、コロナ禍におけるٺە事態ઑ言の࠸
発ಊの可能੓も考ྂして、Ψンライン఑出をਬ
ওしたが（対໚での఑出も可）、̘で 111 名中
110 名、̙では 36 名中 33 名、合ܯ 147 名中
143 名（97.3％）がΨンライン఑出をした。
開ߪ状態がコロナΤΡルスの感ઝ状況にࠪӊ

されるために、఑出ڧ؂が必ずしもಋじとは言
えない఼は໲ୌ఼と言える。しかし、前年にർ
΄て３ഔۛく増Յした఑出方法のร化は、学生
自ਐもΨンラインद業への意ࣟの持ͬ方がร化
した結果と言える数࣊である。
Յえてඉ৙に஥໪す΄きことが、՟ୌ作成技

法のร化である。2020 年では、Ψンライン఑出
した学生であっても、՟ୌ作成方法はアナロή
であり、それをࡳ影・శ付したܙでの఑出であ
った（ʮもみじʯを選Ξだ学生では、本෼のߜཁ
のཁを使って作成した作඾が２఼あった）。
ർ΄て 2021 年、Ϗλコンやタブレットを使

用してデジタルで՟ୌ作成をした学生の増Յが
໪立った。̘で 26 名、̙で１名、147 名中 27
名（18.4％）がデジタルで՟ୌを作成した（表
１）。ͬなみにアナロή作成では、హり絵、こす
り絵、ひっかき絵 7もそれぞれ１名ずつଚ在した。
このような技法はデジタルでは不可能である。

න̏ ઒ߊͶΓΖ఑ड़՟ୌ͹ٗ๑͹ർֳ

̕名
0名

19名

１名
0

10

20

30

教育学઒ߊ そのଠの学科઒ߊ
Ϗλコン タブレット

教育学઒ߊ そのଠの学科
Ϗλコン ˛タブレット

30

20

10

0
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タブレットやϏλコンでのデジタルな絵の作
成は、ۛ年の ICT 教育とも関࿊しており、教育
学科の学生がणߪしている A でݨஸに増Յした。
ICT 教育に対しての鋭ෆなࢡ੐が見られる。
に学生が携帯端末の利用ࡏ章以߳では、実࣏

についてどのように感じているのか、実ࢬした
アンケートを分ੵ・考察する。

̑ɿڂݜ๏๑ͳΠϱίʖφ݃Վ
̑ɿ̏ɿڂݜ๏๑

2022 年後غに開ߪされたϗーシック B と方
法論に関して、学生たͬのアンケート調査を行
った。ྈ科໪とも、アンケートは京ঃϛータル
内のアンケートཟにて実ࢬした。ϗーシック B
は 2022 年 10 月 17 日ʛ20 日にかけて行なわれ
た第̓回ٝߪ内で実ࢬし、སर生 124 名中 108

名（87％）の回౶をಚた。方法論は 2022 年 10
月 20 日ʛ21 日にかけての第̓回ٝߪ内で実ࢬ
し、སर生 127 名中 68 名（53.5％）の回౶をಚ
た。方法論の回౶数であるが、このغ間は教育
実習غ間と॑なっていたために少なくなってい
る。

̑ɿ̐ɿΠϱίʖφ݃Վ
アンケート内༲はྈ科໪ともಋじで、表２の

通りである。
まず、અ໲１の普ஊ最も使用する情報端末機

器についてであるが、ϗーシック B はスマート
フォンが 100%であった。一方、方法論の回౶
は、スマートフォンが 64 名（94.1％）、タブレ
ットが３名（4.4％）、Ϗλコンが１名（1.5％）
であった。大学からόートϏλコンがୁ༫され

න̐ Πϱίʖφ಼༲

અ໲ 1ʁ普ஊ一൬使う情報端末機器はՁですか。
ᶅスマートフォン ᶆΪラケー ᶇタブレット ᶈϏλコン ᶉそのଠ（    ）

અ໲ 2ʁあなたはद業中、携帯端末（Ϗλコンはঈく）の電ݱを切っていますか。
ᶅ切っている ᶆ切っていない ᶇ携帯端末は所持していない

અ໲ 3ʁ２ .で「切っている」と౶えた人におਚ͸します。ཀྵ༟はなͧですか。（෵数回౶可）
ᶅद業で不要である ᶆद業をणけるのにॄ中できない ᶇそのଠ（    ）

અ໲ 4ʁ2.で「切っていない」と౶えた人におਚ͸します。ཀྵ༟はなͧですか。（෵数回౶可）
ᶅद業内で利用する ᶆ電ݱを切っていると不҈である ᶇそのଠ

અ໲ 5ʁ対໚द業で携帯端末を੷ۅ的に利用しますか。またその方法はどのようなものですか。（෵数回౶
可）

ᶅࣺਇをࡳる ᶆ࿧音をする ᶇࡩݗをする ᶈそのଠ（    ） ᶉຈど利用しない
અ໲ 6ʁ音楽関ܐのद業の場合をおซきします。द業で੷ۅ的に携帯端末を利用することで、学習にどの

ようなร化がありましたか。（෵数回౶可）
ᶅद業の内༲がཀྵմしやすくなった ᶆ筆記の࣎間が省ける ᶇ振りศりがしやすい
ᶈ࣪ٝߪの後Θの方でも൚書を見るストレスがない ᶉघܲに֮೟したいことがࡩݗできる
ᶊ楽ොがಣめなくなった ᶋ楽ොを見て曲をイϟージできない ᶌร化はない ᶍそのଠ（    ）

અ໲ 7ʁもしもद業内で携帯端末の持ͬࠒみをࢯےされた場合、द業をणけるのに不۫合がًこると思い
ますか。
ᶅそう思う ᶆそう思わない ᶇどͬらでもない

અ໲ 8ʁ音楽など「音」をѽうद業と、そうでないद業での、携帯端末の利用法は違いますか。またཀྵ༟が
あれͻ書いてください。
ᶅ違う（    ） ᶆ違わない（    ）

અ໲ 9ʁ携帯端末のद業での利用法についてس๮があれͻ書いてください。（自༟記述）
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ているが、学生にとってਐۛで使いやすい情報
端末機器はスマートフォンであることが分かる。
らず、対໚द業で携帯端末をݸに、音楽に࣏

੷ۅ的に利用するか、またその方法について࣯
໲したઅ໲̓の結果を示す。ϗーシック B では、
ᶇ「ࡩݗをする」が 75 名（69.4％）と最も多く、
が「るࡳਇをࣺ」いでᶅ࣏ 60 名（55.6％）、ᶆ
「࿧音をする」が 13 名（12.0％）となった。ᶈ
「そのଠ」では、「ຍ訳機能を使う」「՟ୌを
ToDo リストに௧Յする」という、学習をサϛ
ートする利用法がڏげられた。一方ᶉ「ຈど利
用しない」学生も 21 名（19.4％）いた。方法論
では、ᶅ「ࣺਇをࡳる」が 48 名（70.6％）と最
も多く、࣏いでᶇ「ࡩݗをする」の 42 名（61.8％）
であった。またᶉ「ຈど利用しない」学生は 14
名（༁ 20.6％）であった。ᶈ「そのଠ」の回౶
としては、京ঃϛータルへのアクιス、όート
やϟϠをとる、が෵数ڏげられた。
અ໲６では、音楽のٝߪ内で携帯端末を使用

することで学習にร化があったか、について࣯
໲した。ྈ科໪の結果は表３の通りである。ϗ
ーシック B では、ᶉ「घܲに֮೟したいことが
できる」がࡩݗ 54 名（50.0％）で最も多く、音
楽以外のٝߪとಋ様の結果となった。࣏いでᶅ
「द業の内༲がཀྵմしやすくなった」が 32 名
（29.6％）、ᶇ「振りศりがしやすい」が 25 名
（23.1％）と多く、携帯端末を੷ۅ的に使用す
ることで、学習にプラスのร化をもたらしてい
る様子が֮೟される。ᶍ「そのଠ」の回౶は、
す΄てಊժࡩݗサイトでピアόのघ本ಊժを見
る、というものであった。一方、学習にマイナ
スのร化をもたらしたߴ໪の一つであるᶊ「楽
ොがಣめなくなった」の回౶はなかったが、ᶋ
「楽ොを見て曲をイϟージできない」は 10 名
（9.3％）いた。この結果は、携帯端末を学習に
利用することが必ずしもプラスに働くわけでは
ないことを示している。方法論の結果もᶉ「घ
ܲに֮೟したいことがࡩݗできる」が 43 名
（63.2％）と最も多く、࣏いでᶆ「筆記の࣎間
が省ける」とᶈ「࣪ٝߪの後Θの方でも൚書を
見るストレスがない」（27 名、39.7％）がಋ数で
続き、ᶇ「振りศりがしやすい」（25 名、36.8％）

もಋ程度であった。

න̑ અ໲ 6 ͹յ౶݃Վ

ピアό・ϗ
ーシック B

音楽科
教育方法論

人数 ％ 人数 ％
ᶅ द 業 の内 ༲が ཀྵ
մしやすくなった

32 29.6 13 19.1

ᶆ筆記 の࣎ 間が 省
ける

10 9.3 27 39.7

ᶇ振り ศり がし や
すい

25 23.1 25 36.8

ᶈٝߪ ࣪の 後Θ の
方でも ൚書 を見 る
ストレスがない

6 5.6 27 39.7

ᶉघܲ に֮ ೟し た
いこと がݗ でࡩ き
る

54 50.0 43 63.2

ᶊ楽ො がಣ めな く
なった

0 0 0 0

ᶋ楽ො を見 て曲 を
イϟージできない

10 9.3 1 1.5

ᶌร化はない 17 15.7 4 5.9
ᶍそのଠ（    ） 8 7.4 1 1.5

（第１Ғは 、第２Ғは 、第３Ғは ）

に、અ໲̖の音楽のद業とそれ以外のद業࣏
で携帯端末の利用法が違うかという໲いには、
ϗーシック B が「違う」66 名（61.1％）、「違わ
ない」42 名（38.9％）で、音楽以外の科໪とർ
΄て、携帯端末の使用方法にร化がある、つま
り音楽のद業ならではの携帯端末の使い方をす
る学生が６ׄいることが明らかになった。一方、
方法論は「違う」27 名（39.7％）、「違わない」
41 名（60.3％）で、ϗーシック B とはٱの結果
となった。
「違う」と౶えた学生の自༟記述は表４、「違

わない」と౶えた学生の記述は表̓の通りであ
る。「違う」の記述をまとめると、音楽以外のद
業では「ࡩݗをする」「ࣺਇをࡳる」「όートを
とる」という利用法が多く、音楽のद業では「ԍ
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૙ಊժを見る」という利用法が多い結果となっ
た。ଠに「࿧音する」「音楽用語を֮೟する」「ϟ
トロόームを使う」という、音楽の、ಝに実技
のद業ならではの回౶も多く見られた。反対に、

「音楽のद業の方が使用しない」という学生も
おり、「音楽ではରでְえることの方が多い」と
いう意見は、実技を伴う音楽のद業ならではの
回౶であると言える。

න̒ અ໲̖ʰҩ͑ʱͳ౶ָ͓ͪਫ਼͹қݡʤݬ文ϜϜʥ

ϗ
ổ
シ
ỿ
ク
̙

音をѽうときはಊժࡩݗにつかい、そのଠはࡩݗやスライχなどのࣺਇをࡳることに使うから
調΄た内༲を音楽はಊժを֮೟したり、フラットのҒ஖をժ଀で֮೟するが、ଠのद業では文࣊だけ
で֮೟することがおおい

楽ොをみてイϟージを௭めなかったࡏのࢂ考として携帯端末を使うことができる఼。
ピアόのद業では YouTube のその曲をླྀしながら一ॻにひいたり、リθムを間違えていないか֮೟
するときに使う。そのଠのद業では、ӵ語の訳をࡩݗしたりする࣎につかう。
ピアόの音を࿧音して࿇習にいかすことができる。
分からない記ߺが出てきた࣎に先生にซくより૥く調΄られる
音楽のद業では調΄るということがあまりないので使いಕとしてはリθムをखるためϟトロόーム
をླྀすくらいかなと思う。
音を使うद業ではあまり使わない。普通のद業では、ٝߪが多いのでࣺਇをࡳったり、調΄෼ࡩݗを
するときが多い。またٝߪद業ではৰれるڧ؂にあるのでৰってしまう。

方
法
論

音楽のद業では࿧音をकに使っていて、ٝߪではࣺਇや調΄るࡏに使っている
音楽のद業では、ԍ૙した曲を࿧音してٮ؏的にきいてみるなどの方法をखり೘れるため。
ϟロデΡーをซいて曲を思い出したりするから。
音楽のときの方があまり使わないです。ଠのद業だとόートが書けるアプリを使ってόートをखって
いますが、音楽ではରでְえることの方が多いように思います。

න̓ અ໲̖ʰҩΚ͵͏ʱͳ౶ָ͓ͪਫ਼͹қݡʤݬ文ϜϜʥ
ϗ
ổ
シ
ỿ
ク
̙

どのद業でも分からない用語を調΄るために、使用しているため。
音に関ܐなく、LMS を開くなどにしか携帯電話を使わないから。
どͬらも携帯を使うࡏと使わないࡏの切り଺えが大切だから。

方
法
論

どのद業でもϛータルのロήインや൚書のࣺਇをࡳる以外で使用しないから。
どのद業であってもスマートフォンはࡩݗ等のಋじ方法を利用するから。
द業内で携帯を使って音を໒らすことがないから。
場合によるが、携帯端末を使う活ಊを教員が఑Ҍしないのであれͻ。
めた方が՛෼が少なくす΋ࠒ本的にはόートをどの教科においてखるので、す΄てಋじものに書きخ
のでҢಊが楽。

一方、「違わない」の記述では、音楽のद業も
それ以外のद業もࡩݗやϛータルサイトを開く
というڠ通の使用法が示されたが、中には「ど
ͬらも携帯を使うࡏと使わないࡏの切り଺えが
大切」であるという、携帯端末を使う上での心

。਄い記述もあったັڷえを示したߑ
અ໲̗はद業での携帯端末利用の要๮に関す

る自༟記述だが、ϗーシック B では「音が合っ
ているか、ಊժサイトのԍ૙ಊժを見たい」と
いう自क学習に関する内༲から、「自分の音を࿧
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音して先生とซきながら改善఼を見つけていく」
「先生のԍ૙のಊժをࡳることができる」とい
うレッスン内の使用に関する内༲まであった。
方法論は「ϟϠをखるため、द業前にࢶഖରで
はなくデータのレジュϟがཋしい」「࿧音は෰習
に使えるので有ް活用したい」との声があった。

̒ ͹ఴ๮ޛࠕͳࡱߡ .
̒ɿ̏ɿΠϱίʖφ಼༲͹ࡱߡ
音楽のद業内での携帯端末機器の利用につい

てઅ໲６でਚ͸たが、ϗーシック B は上Ғࢀつ
の回౶がᶉ「घܲに֮೟したいことがࡩݗでき
る」、ᶅ「द業の内༲がཀྵմしやすくなった」、
ᶇ「振りศりがしやすい」であったのに対し、
方法論はᶉ、ᶆ「筆記の࣎間が省ける」・ᶈ「ߪ
ٝ࣪の後Θの方でも൚書を見るストレスがな
い」、ᶇと、違いが表れた。
これは、２科໪のद業ܙ態と学習内༲の違い

が反ӫされているものと思われる。ϗーシック
B は個人レッスン科໪であり、خ本的には 1 対
1 でԍ૙に対する指導をणけ、自分のレッスン
にٛ໲఼やࡏ間以外は自क࿇習を行う。その࣎
アχώイスをレッスンでซくまでに࣎間がかか
ってしまうため、携帯端末を利用して情報ࡩݗ
やಊժࢻ௎を行う。いかに࿇習をް果的に行う
かを考えた、実技科໪であるがΑえの使い方で
あった。そのためᶉᶅᶇの回౶が多くなったの
であΘう。これは携帯端末の利用が学習をଇ਒
していることを表している。一方の方法論はߪ
ٝ科໪である。࣪ٝߪでの全ରद業であり、൚
書を書きࣺすことも多い。そのため、࣪ٝߪで
のٝߪをणけやすくする使い方であるᶆとᶈの
回౶が多くなったものと思われる。
णߪ生の学年の違いも、回౶のࠫҡに表れて

いるように思われる。અ໲６のᶋ「楽ොを見て
曲をイϟージできない」の回౶は、ϗーシック
B より方法論の方が少なくなっていた。またᶌ
「ร化がない」のׄ合も方法論の方が少なかっ
たことは、ཬをศせͻ、携帯端末を使うと学習
の成果にร化が生じると感じている学生が多い
ということである。ϗーシック B のणߪ生は１
回生で、前غからϗーシック A をणߪした学生

でもद業の経ݩは半年である。一方の方法論の
णߪ生は２回生以上で、すでに１回生の࣎にϗ
ーシック A・B のٝߪをणߪした学生も多く、
その上、２回生前غに内༲論をणߪするなど、
音楽のٝߪを෵数経ݩした学生も多い。さらに
１回生の࣎には、コロナ禍でのΨンラインをख
り೘れたद業の経ݩも少なからずあったであΘ
う。それらの経ݩから、音楽のद業ならではの
自分なりの携帯端末の使用法を見つけ、学習に
活かしている学生もいることがਬ察される。
このようにアンケートからは、携帯端末を利

用することで学習のް果を高めている様子が֮
೟されたが、その一方で学習を๨げる使い方も
見られた఼には、஭意が必要である。ϗーシッ
ク B の回౶には、「ಊժサイトのԍ૙ಊժを見
る」というものが多数あった。この回౶では、
自分のොಣみに間違いがないかを֮೟するとい
う、ොಣみをした後にಊժを見るものと、どの
音高で、どの長さで、どの伶൭をԣすかを֮೟
するという、自力で楽ොをಣみखる前にಊժを
見るもの、್つのタイϝンήでಊժࢻ௎をして
いることが明らかになった。前者の回౶に含ま
れる「楽ොをみてイϟージを௭めなかったࡏの
考として携帯端末を使う」「リθムを間違えてࢂ
いないか֮೟するときに使う」は、Kushlev ଠ
のઈにলらし合わせると「ึ׮」にあたる使用
法であると言える。一方後者の使い方は、「஖׷」
である。本来、ピアόやஆき歌いをԍ૙するࡏ
には、まず楽ොから音高や音Ճ、表情記ߺなど
の情報をಣみखり、ԍ૙に活かしていく。これ
らの「ಣො力」は、自分でՁ度もොಣみをする
ことによってਐについていくものである。しか
し現在はインターネット上にԍ૙ಊժが多数ア
ップローχされており、中にはԍ૙の方法を示
したレッスンಊժもଚ在する。これらを利用す
れͻ、楽ොを見ずともஆけるようになる。「ಣො
力」が携帯端末の「ಊժࢻ௎」にखってେわら
れているのである。
しかし、い͡教育現場でಊժサイトにಊժが

アップローχされていない曲をԍ૙しなけれͻ
ならなくなった࣎、ಣො力が๣しけれͻԍ૙で
きず、教えるଈ、教えられるଈྈ者に不利ӻを
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及ぼす。また、意ࣟ的にもໃ意ࣟ的にもಊժの
表現方法にࠪӊされ、自分の表現が出来上がら
ない。ಊժが表現に「ױম」しているというこ
とである。現行の小学校学習指導要領では、「音
楽表現を޽෋する」「表現に対する思いや意ਦを
もつ」という文言が੟りࠒまれており、自分の
中から出てきた表現を大切にする子どものࢡが
求められている。つまり、ಣො力のैᷕによる
音楽表現能力の֨ैは教える立場のࢡ੐として
も当然必要であり、「஖׷」「ױম」にあたるො
ಣみ前のಊժࢻ௎は、小学校の音楽のद業で求
められているものにٱ行しているのである。し
かし、ಊժを見てはいけない、ということでは
ない。いつ見るか、そのタイϝンήが॑要であ
る。自分でොಣみをし、その֮೟をする、ある
いはある程度「このようにԍ૙したい」という
表現への思いを持った後にࢻ௎するのであれͻ、
学習をް果的に਒めるためのものとして使用で
きるであΘう。
以上のことは、携帯端末の使用が、学習をଇ

਒しプラスに働く反໚、ඍえておく΄き能力の
育成を૏֒しマイナスに働くという、ࢶ一॑の
関ܐにあることを示していると言えよう。使い
方やタイϝンήによって携帯端末のଚ在はプラ
スにもマイナスにもܑく。結果的に学びを૏֒
することがないよう、஭意を෹う必要がある。
教育現場での指導方法を考えるࡏに॑要なࢻ

఼となる知ְと感णの໚から見れͻ、ࡳ影や࿧
音࿧ժ等の利用はް率のよい方法ではあるが、
習ಚした情報は「知ְ」の表૜のみで終わって
しまうڬれがある。घをಊかして࣎間をかけて
खりࠒ΋ことによってಚられるॉ分な「感ण」
にまでࢺるためには、ް率先行の࣎間୻क़の方
法にはݸ界がある。ಝに音楽科द業においては
自ހ表現がඉ৙に॑要な要ોである。「感ण」の
状態にॉ分౺達可能となるような携帯端末の柔
軟かつ節度ある利用法が必要である。
前述のように、携帯端末の利用で࿧音やࡳ影

などで振りศり学習が਷࣎可能となった఼はϟ
リットである。ୢし「いつでも振りศり学習が
できる」ということは「そのद業内で׮全なཀྵ
մを໪指さなくとも、後で֮೟ができる」と言

う໚を持つ。「֮実にॄ中して学習をするために、
に学習のॄ中੓をܿく」と言う್ཱഐ反੓をٱ
持つ。とりあえず保ଚしておいて、後でΑっく
り見௜す、ซき௜すという場合は、どうしても、
द業内༲をਇݍにซくよりも、࿧音や࿧ժのた
めの携帯端末૤作に意ࣟがׄかれると言わ͡る
をಚない。ϟリットとしてはՁ度でも֮೟がで
きるので、自分のϘースでじっくりと振りศり
学習ができることである。よってこれは学生が
कର੓を持っている場合には有ްであΘう。
また、使用法の一つとしてあったद業中にす

できるというものに関しては、教員ଈもࡩݗ͛
自क੓を尊॑する方޴で接するのが๮ましい。
教員ଈから఑示された知ࣟやմ౶でなく、学生
が自分自ਐでٛ໲に思い調΄たことは、自ހの
知ࣟとしてட੷することができる。前述の、ԍ
૙ಊժを見てஆき方をְえることと、自分で不
明఼をࡩݗすることとの૮違఼は、前者は最初
から౶えそのものを見ることが໪的であること
に対して、後者は自分で結果にࢺるまでの行程
も含めて౶えを調΄ているという఼である。
自ހ表現が॑要な要ોである音楽科のद業に

おいては、「஖׷」「ױম」としての使い方によ
って表૜的なް率化をਦるのではなく、技術の
習ಚのための「ึ׮」としての働きをϟインに
利用できるように、教員がアχώイスするのが
長غ的に見てް果的であると言えよう。

̒ɿ̐ɿޛࠕ͹दۂͶ͕͜Ζܠଵ୼຦׈用͹Ն
೵੓
最後に、筆者らが日々द業を行う上で感じて

いることとࠕ回のアンケート結果をলらし合わ
せつつ、ࠕ後のद業における携帯端末の活用方
法について、その可能੓を考えていきたい。
まず、અ໲６ではϗーシック B、方法論のण

者ともにᶊ「楽ොがಣめなくなった」、ᶋ「楽ߪ
ොを見て曲をイϟージできない」のׄ合がఁか
ったわけだが、द業を担当している筆者らから
すると、楽ොがಣめる学生はඉ৙に少ないとい
うһেを持っている。これは、અ໲ 6 が「携帯
端末を利用することによるร化」を໲うている
ものであることが関ܐしていると思われる。携
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帯端末でのಊժࢻ௎にབることでಣොができな
くなったのではなく、元々ಣොがۦघと感じて
いる学生が多いということであΘう。ԍ૙ಊժ
をབりに࿇習する学生が増えていることは֮か
だが、そのことだけがಣො力のఁ下につながっ
ているわけではなさそうである。大学において
もಣොの学習に࣎間をׄきたいとこΘではある
が、現実は一人の教員がݸられた࣎間の中でՁ
人もの（あるいはՁॉ人もの）学生にレッスン
をしなけれͻならず、曲数をこなすことすらま
まならないというとこΘがほとΞどであΘう。
人数や࣎間の੏༁があったとしても、学生がし
っかりとしたಣො力をਐにつけられるよう、द
業方法をໝࡩしていくことが必要である。द業
内では਄められない学習を「ึ׮」するための
ςールとして、携帯端末をどのように活用する
のかということも、ࠕ後は考えていきたい。
また、અ໲̖の自༟記述の中に「携帯端末を

使う活ಊを教員が఑Ҍしないのであれͻ (使わ
ない )」や「（携帯端末は）持ͬࠒみࢯےになる
のか」、「スマϙがܲـに使えるڧ؂であってほ
しい」といったような意見があった。携帯端末
の使用を、教員がネΪτΡブにଌえていると感
じたようである。そのཀྵ༟として、音楽科には
ଠの教科とはҡなるಝ௅があるからではないか
と考える。学生の意見にも「実ࡏ楽器にৰれた
り歌ったりしているとき、携帯端末は必要ない」
というものがあったが、֮かに実ࡏにৰれるこ
と、ର感することを॑要ࢻする音楽科において、
後もデジタルだけにಝ化しないद業Ͱくりをࠕ
考えることは必要不可ܿである。デジタルで「ึ
となってしまわない「׷஖」、す΄き活ಊが「׮
ように心がけなけれͻならない。しかし、この
ような教科のಝ௅から、少なからずデジタル機
器の使用にෝのイϟージがついてしまっている
のではないだΘうか。学校現場においてもඍ඾
にない楽器の音をアプリでରݩしたり、ࡋかな
部分まで௎きとれるようにタブレットで一人ず
つ音ݱをࢻ௎したりといった、「ึ׮」໪的での
デジタル機器の活用が行われていることを考え
ると、大学においてもより੷ۅ的に、携帯端末
を活用したद業をఴ開することが๮まれるので

はないだΘうか。「ࣺਇをࡳる」「ࡩݗをする」
といった、ଠの教科でも一般的に用いられる使
用方法だけでなく、楽器ԍ૙の࿧音や࿧ժを՟
ୌ఑出にखり೘れたり、アプリを用いた音楽Ͱ
くりを実ભしたりといった、音楽科ならではの
してい౾ݗ後は۫ର的にࠕ、の方法も「׮ึ」
きたいと考えている。
とはいえ、はじめに述΄たように携帯端末を

「導೘すること」でとどまってしまってはいけ
ない。携帯端末の利ส੓や有用੓についてཀྵմ
しつつも、対໚द業だからこそ਄められる学習
もあることを๪れてはならない。デジタルかア
ナロήか、どͬらか一つの考えにとらわれず、
多ֱ的なࢻ野に立った上で、ࠕ後も研究を続け
たい。

͕ΚΕͶ
この 10 年でඊ༄的な਒化をਲ਼げた携帯端末

であるが、਒化したことにより情報ྖもഴ大な
ものへとร化した。それに対応できるだけのॴ
ཀྵ能力を、ಋじ 10 年間でը々が೘घできたか
と言えͻ൳である。携帯端末の਒化ほどには、
ը々のण༲力が਒化したとは言えない。
音楽科द業においても、ಊժで曲を௎く、ࡳ

影するなどの情報をಚる作業でຮଏし、習ಚし
たـになってしまう場合がある。しかし、それ
はただ情報をखり೘れただけにգぎず、そこか
らが表現としての出発であることにـͰか͸ͻ
ならない。ピアό・ϗーシックや音楽科教育内
༲論で必要とされる「ԍ૙における自ހ表現」
や、音楽科教育方法論で必要とされる「表現力
を伴った指導力」なども、情報をखりࠒ΋だけ
では習ಚできない。学生自ਐがগ来教員となっ
た場合に、自分の経ݩをخ६として考えてしま
い、ް率的ではあるが҈ҝな利用方法を良しと
して子どもたͬに指導をするかもしれない。そ
れをؓみても、ը々द業担当者は携帯端末の利
用をໃ条件に൳定するのでなく、本当の意ັで
のް果的な活用法を学生とڠに୵っていく΄き
ではないだΘうか。
学生は、携帯端末の新しい使い、࣎後も਷ࠕ

方を生み出すであΘう。また携帯端末自ରが਒
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化して機能もさらに多岐にわたると思われる。
新しい機能に振り回されすぎずに、かつ柔軟な
対応が求められるのは間違いないと言えよう。
なお、論文執筆については、序文を大谷と土

居が、１．１．、２．２．、４．１．の後半、お
わりに、は丹羽が、１．２．と４．２．は野尻

注
1 文部科学省「学習指導要領『生きる力 学びの、
その先へ』」https://youtu.be/wc8VdrwOMBs
（2022 年 12 月 18 日最終閲覧）
2 総務省「平成 28 年度版 情報通信白書」第１章第
１節、第３章第１節・第２節、第４章第４節、第６
章第６節
3 総務省「令和３年度版情報通信白書」第 1 部 第
２章 第２節‐２コロナ禍における公的分野のデジ
タル活用
4 総務省「令和３年度版情報通信白書」第２部第２
節 2001 年、世界に先駆けて日本で携帯電話とイン
ターネットの接続が可能となった。以来スマートフ
ォンが普及し始めた 2007 年から 15 年を経た 2022
年現在では、携帯端末の利用方法に隔世の感があ
る。 2010 年に爆発的に利用者が増えたスマートフ
ォンは当初の所持者は国民の 9.7％であった。これ
が 2020 年の調査では世帯ごとの保有率は 86.8％
（個人所有率は 69.3％）となっており、それに伴い
固定電話の保有率は 30％程度減少している。また
タブレットの普及は 38.2％となっている。
5『Forbes Japan』の「技術は人を不幸にするの
か？」（Dan Pontefract（遠藤宗生訳）https://forb
esjapan.com/articles/detail/49061/1/1/1， 2022 年
12 月 16 日最終閲覧）の記事においては、「技術と
スマートフォンの使用により社会はより幸福にな
り、良い影響が生じるように思えるかもしれない。
しかしクシュレブの研究チームは、その影響はプラ
スマイナスでほぼゼロだとの結論に達した」との記
述も見られる。スマートフォンの使用が必ずしもプ
ラスのみに働くわけではなく、また反対にマイナス
のみに働くわけでもないことを示している。
6 『日本の歌百選』は、 2006 年（平成 18 年）に日
本の文化庁と日本 PTA 全国協議会が、親子で長く
歌い継いでほしい童謡・唱歌や歌謡曲といった抒情
歌や愛唱歌の歌 101 曲を選定したものである。
一般から募った 895 曲から選考委員会が選出し、
2006 年 12 月 15 日に最終的に決定した。発表は
2007 年 1 月 14 日に新国立劇場で行われ、これらを
歌うコンサートも合わせて開催された。応募条件は

が、２．１．は長谷川が、３と４．１．の前半
は宮内がそれぞれ担当したが、４の考察に関し
ては全員で意見を出し合ったことを付記してお
く。

「日本語の歌詞」の歌であったため、元々は日本国
外で作られたが日本で日本語の訳詞によって親しま
れる歌も数曲が含まれる。また「百選」という名称
ではあるが、選考の結果絞り切れなかったため 101
曲が選定されている。
7 スクラッチ技法―下に先に色を塗った上を黒く塗
りつぶし、鋭利な針などでひっかいて絵を書き下の
色を浮き上がらせる技法
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